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今のところ、セジロウンカの発生量はやや少なく、 

トビイロウンカは確認されていません。 

 
１  セジロウンカとトビイロウンカの飛来解析 

日本植物防疫協会提供の気象再解析データによる飛来解析から、６月末までのデータ
で愛知県には６月７日と８日にセジロウンカとトビイロウンカが飛来した可能性があり
ます。 
 

２  セジロウンカの発生状況 
本年６月下旬の本田調査では、発生量は平年に比べてやや少ない状況です（表１）。

また、予察灯では、これまで誘殺されていません（表２）。例年、梅雨前線が北上して、
大陸から本州にかけて位置すると飛来数が増加するので、発生動向に注意してください。 

 
表１  セジロウンカの本田調査結果（令和元年６月下旬） 

調査方法 成虫 幼虫 計 

粘着板による 10 株払い落し 0.00 (0.04) 0.00 (0.10) 0.00 (0.14) 

捕虫網による 20 回すくい取り 0.01 (0.24) 0.00 (0.02) 0.01 (0.26) 

数値は県内 払い落し 99 ほ場、すくい取り 99 ほ場における調査結果の平均虫数 
（  ）内は平年値（平成 21～30 年の平均） 

 
表２  セジロウンカの予察灯における誘殺数（頭：令和元年） 

月     半旬 長久手市 大口町 弥富市 東浦町 西尾市 豊川市 

５月  第６半旬 
６月  第１半旬 
      第２半旬 
      第３半旬 
      第４半旬 
      第５半旬 

 0 (0.0) 
 0 (0.0) 
 0 (0.0) 
 0 (0.0) 
 0 (0.0) 
 0 (0.1) 

 0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0)   
0 (0.4)   
0  (2.1) 

 0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0) 
- (0.0) 
- (0.0) 
-  (0.0) 

0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0) 
- (0.0)   
-  (0.0) 

 0 (0.0) 
0 (0.0) 
0 (0.0) 
- (0.0)   
- (0.0)   
-  (0.1) 

  0 (0.1) 
  0 (0.0) 
  0 (0.0) 
  0 (0.0) 
  - (0.0) 
  - (0.2) 

（  ）内は平年値（平成 21～30 年の平均）、- は調査中 
 
３  トビイロウンカの発生状況 

本年６月下旬の本田調査では生息を認めておらず、予察灯においても誘殺されていま
せん。 


